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　本稿では、宗教を心理学的・実証的に研究する分野として宗教認知科学および宗教心理学
を取り上げ、両分野に関する日本語文献表を提示するとともに、現在までの研究動向の分析
を行う。

宗教認知科学について
　宗教認知科学（cognitive science of religion, CSR）とは、認知科学や進化生物学の知見に
依拠した宗教研究の一形態と規定することができるが、既存の研究に比べて、心理学的な実
験手法をはじめとしたさまざまな方法を用いて、宗教の研究を行う点に特色がある。
　CSRは、1990年代にE・トーマス・ローソン、ロバート・マコーリー、パスカル・ボイヤー、
ハーヴィー・ホワイトハウスらによってその原型が作られた。彼らはダン・スペルベルをは
じめとする人類学の新たな流れに影響を受け、「認知」の観点から宗教を扱う理論を提唱した。
ここでの認知とは、知的な思考のプロセスを指す。ここで提唱されたローソンとマコーリー
の儀礼能力理論、ボイヤーの反直観的概念、ホワイトハウスの宗教性の二様態理論はいずれ
も、宗教的観念が伝播する理由を人間の記憶や直観に求め、日常的な心理プロセスの延長と
して、宗教的観念も生まれるとみなしている。そして彼らは自らが提唱した理論は実証的手
法により「テスト可能」だと主張し、心理学的実験による検証を行った。これにより、宗教
に対して新たな視点からアプローチする手法が確立されたといえる。
　こうした研究は同時発生的に生まれたが、その後彼らはグループを作り、2000年代には一
領域の確立のために拡大を試みる。そのためには既存の宗教学の言説との接続を行う必要が
あるが、そこで彼らは、宗教学者エリアーデに対するモダニスト的観点からの批判の中に自
らを位置付けた。エリアーデは日米の宗教学において大きな影響力を有していたが、1990年
代以降彼への批判が相次いで行われた。エリアーデ批判の論点はモダニスト的な立場とポス
トモダニスト的な立場からのものに二分できるが、前者はとりわけ、エリアーデの非還元主
義および神学性を批判した。すなわち、宗教を他の社会や政治的文脈から独立した「sui 
generis（固有）」なものとみなすことは宗教を特別視することであり、そのような姿勢では
研究自体が宗教となりかねないという批判である。これに対しCSRは宗教を諸要素に還元す
ることでそのような特別視を避け、より「科学的」に研究が行えると主張された。このよう
なCSRにはイルッカ・ピュシアイネンやアーミン・ギアーツなど賛同者が現れ、ヨーロッパ
を中心に研究拠点が設けられ拡大していった。
　その拡大の過程で、進化生物学的観点も取り入れられた。その１つである進化心理学は人
間には人類史の初期から受け継がれた心理メカニズムが共通して存在するという見解を中心
としており、CSRの想定する宗教を生み出す認知プロセスに対し、進化的な根拠を与えるこ
とができたためである。これに対して、遺伝的に継承される普遍的な心理メカニズムよりも、
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社会において非遺伝的に継承される文化の伝達や変容に着目する文化進化論的な研究も拡大
している。進化生物学的観点の重要性は、CSRの中心的学術組織である国際宗教認知科学会

（IACSR）が2020年に「国際宗教認知・進化学会（IACESR）」に改称したことにも表れている。
　それ以後もCSRの手法はますます多様化しており、心理学的実験と人類学的なフィールド
ワークの組み合わせや計量テキスト分析、データベース構築と分析、宗教のコンピューター
シミュレーションなどが導入されている。そのためCSRの指す範囲も拡大しているが、認知
科学や進化生物学の知見を取り入れ、宗教は人間が普遍的に有する認知プロセスから生まれ
るとみなすこと、その主張を理論として立て、実証的な手法によって検証を試みることとい
う２点がCSRの共通点とみなすことができる。

日本における宗教認知科学
　以下に示した文献表における著書がほぼ翻訳のみである点からわかるように、CSRは日本
国内においてはあまり知られておらず、その研究もほとんど見られない。多くの研究者が
CSRに最初に触れたのは、2010年の国際宗教学宗教史学会（IAHR）トロント大会において
であろう。当大会ではCSRの観点からの発表が多数行われた。
　CSRの存在が知られた後でも、継続して研究しているのは井上順孝と藤井修平の２名のみ
である。井上は、認知科学や進化生物学の理論や視点を幅広く参照しながら、これらの視点
を用いることによって、既存の研究対象に新たな気づきがもたらされることを指摘している。
藤井は主にCSRの理論やその背景となる諸分野の発展史を記述している。
　他方で宗教を対象にCSRの理論を適用し、新たなデータを得るという研究はこれまで存在
しなかったが、文献表に見られるように、近年CSRの研究を踏まえた学会発表が心理学の分
野において徐々に行われるようになっている。その代表である中分遥や石井辰典は主に英語
で論文を発表しているが、国内において同様の視点からの研究プロジェクトも進められている。

宗教心理学について
　宗教認知科学は宗教の心理学的研究とその方法の多くを共有しているので、両者は関係の
近いものとみなすことができる。
　宗教心理学（psychology of religion）という語の用いられ方はさまざまだが、宗教学的な
ものと、心理学的なものに大きく二分することができる。前者は、ユング心理学やトランス
パーソナル心理学と関係の近い、「宗教的」な心理学言説を対象にするものといえる。後者は、
宗教を対象に心理学的・実証的手法で研究するアプローチをそう呼ぶことができる。ここで
は主に、宗教認知科学と共通点の多い心理学的宗教心理学を扱うこととする。
　そのような意味における宗教心理学は米国のウィリアム・ジェームズとエドウィン・スター
バックに由来すると考えることができる。加えてスタンリー・ホール、ジェームズ・リュー
バなどの心理学者も宗教に関心をもっていた。しかしその後行動主義心理学が主流になるに
つれて、精神分析や人間性心理学を除いたほとんどの心理学では宗教はあまり対象にされな
くなっていく。
　その風潮が変化したのは1970年代であり、米国心理学会（APA）第36部門として「宗教
心理学」が設けられた。以後は宗教に対するさまざまな心理学的研究が行われるようになり、
同部門は2010年に「宗教とスピリチュアリティの心理学」へと改称している。
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　前述の通り、宗教認知科学と宗教心理学はどちらも心理学的・実証的手法を用いる点では
共通しているが、その視点や組織において差異が見られる。宗教心理学は宗教を人間集団の
営みとして非還元的に扱う傾向にあるのに対し、宗教認知科学は宗教を認知メカニズム等に
分解し、還元的に扱っている。その結果として、宗教心理学は宗教実践がもたらす精神的健
康への効果など、宗教のポジティブな側面にしばしば着目がなされるのに比べ、宗教認知科
学ではそのような研究はあまり見られない。この点は、研究が行われている地域の差異を反
映しているとも理解することができる。宗教心理学が米国心理学会を中心としているのに対
し、宗教認知科学はヨーロッパに拠点が多く、それぞれの地域における宗教に対する見方の
違いが、両分野の差異として表れているといえる。

日本における宗教心理学
　日本国内においては、20世紀初頭に元良勇次郎や石神徳門が前述のホールやスターバック
の影響を受け、回心体験の研究などを行った。この時期には米国心理学界の中心にいた人物
が宗教心理学を研究しており、そうした人物に学んだ日本の研究者も、しばしば宗教を対象
とした。元良の1900年の論文「日本現時学生の宗教心に関する調査の報告」は日本初の心理
学的な宗教の調査研究といえ、また1912年に創刊された『心理研究』に石神徳門の「青年の
宗教心：信念初發の年齡及び其動機」が掲載されていることからも、当時の宗教心理学の重
要性がわかる。
　こうした研究は戦前までは受け継がれ、研究の重点が社会心理学に移り、人格や教育の分
野で宗教が研究されるようになってからも多数の文献が刊行されたが、第二次世界大戦の中
でこの伝統は途切れることになる。
　その後昭和初期から中期に至るまでの期間は、宗教心理学は低調になる。他方で宗教学者
による宗教心理の研究は増加していった。1960年代に入ると、新宗教、キリスト教、仏教の
信者に対する大規模な宗教意識調査が行われるようになっていったが、そこでは統計的分析
などの実証的研究は少なく、より社会的・実践的な意味合いの強い宗教意識の調査が多くを
占めていた。
　同じく1960年代には、佐藤幸治、平井富雄、秋重義治などの研究者が曹洞宗の僧侶の協力
を得て、坐禅中の脳波や生理的指標を測定するという「禅心理学」が行われていた。この研
究は初期は大規模に展開され、世界的に見ても先駆的なものだったといえるが、現在行われ
ている同種の研究においてもあまり参照されることはなく、当時の成果はほとんど忘れ去ら
れている現状だといえる。
　その後70年代には米国で宗教心理学が復興したにもかかわらず、日本では心理学者による
宗教の研究はほとんど見られなくなっていった。それに対し1970年代以降の「新霊性運動」
に伴い、宗教的な心理学が存在感を増してきた。この時期には近代科学の超克を唱え、東洋
の知識との融合を目指した「ニューサイエンス」が広まり、その枠組みに基づいた心理学が
展開されていった。その一つであるトランスパーソナル心理学は人間性心理学から発展した
もので、自己実現の先に宗教体験を含む自己超越の体験を求め、瞑想などを取り入れた心理
療法を開発した。また超心理学はいわゆる超能力の実験による実証を試みるものであるが、
この時期には中国の気功研究と協力し、気のエネルギーの測定が実施された。さらにユング
心理学もこれらの要素を包含し、ニューサイエンスの時代の心理学の拡大に関わった。こう
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した動きに関連するものとして、1991年に人体科学会が、1996年に日本トランスパーソナル
学会が、1998年には日本トランスパーソナル心理学／精神医学会が設立されている。これら
には積極的に宗教体験を得ようとするなど宗教的な要素が含まれているため、宗教思想とし
て宗教学者の研究対象となり、これらを扱ったものも宗教心理学と呼ばれることとなった。
　他方で米国心理学会の動向を反映した宗教心理学的研究も1990年代から少しずつ増加し、
より幅広い「日本人の宗教性」を対象にした研究も行われるようになっていった。とりわけ
2003年には「宗教心理学研究会」が設立され、徐々に規模を拡大しながら現在に至っている。
　2011年の『宗教心理学概論』および2016年の『宗教を心理学する』は、そのような心理学
的な宗教心理学の復興を告げるものといえる。
　また、2010年代になると日本でもマインドフルネスへの注目が高まり、心理学においても
研究が進められるようになる。マインドフルネスは上座部仏教の瞑想や禅、ヨーガを組み合
わせた上で宗教性を取り除き、認知行動療法としてプログラム化したものである。米国では
1990年代の誕生の後、東洋的技法への関心も相まって大いに流行し、医療分野に留まらず企
業でストレス低減のために用いられたり、「マインドフルな」商品が販売されたりするなど、
一般社会に広く浸透した。日本では2010年代から日本心理学会、日本行動療法学会などで毎
年いくつものマインドフルネスを扱った発表が見られるようになる。また2010年に日本マイ
ンドフルライフ協会が、2013年には日本マインドフルネス学会が設立されたことも、マイン
ドフルネスの普及を示している。
　宗教心理学関連の文献は宗教認知科学に比べると非常に豊富なので、本稿では紙幅の関係
上、文献表は書籍のみを掲載する。これまでに行われた宗教心理学的研究は、宗教系学校を
対象としたもの、特定の宗教の信者を対象としたもの、日本人一般を対象としたものの３つ
に大別することができる。さらに、とりわけ戦前の研究は児童、青年の宗教観の変化を扱っ
た研究が多い。また20世紀末から現在にかけては、「スピリチュアリティ」の語が注目され
始め、介護や医療との関わりも含めて論じられるようになったが、ここには新霊性運動にお
けるスピリチュアリティへの着目と、それらを取り扱うトランスパーソナル心理学や湯浅泰
雄の人体科学の影響を見て取ることができる。
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宗教認知科学関連書籍一覧

著者名 出版年 書名 出版者名
ヴァルター・ブルケルト著、松浦俊輔訳 1998 人はなぜ神を創りだすのか 青土社
ダン・スペルベル著、菅野盾樹訳 2001 表象は感染する：文化への自然主義的アプ

ローチ
新曜社

アンドリュー・ニューバーグ、ユージーン・
ダギリ、ヴィンス・ローズ著、茂木健一郎、
木村俊雄訳

2003 脳はいかにして「神」を見るか：宗教体験
のブレイン・サイエンス

PHPエ デ ィ タ
ーズ・グルー
プ

パスカル・ボイヤー著、鈴木光太郎、中村
潔訳

2008 神はなぜいるのか？ NTT出版

ダニエル・C・デネット著、阿部文彦訳 2010 解明される宗教：進化論的アプローチ 青土社
ニコラス・ウェイド著、依田卓巳訳 2011 宗教を生みだす本能：進化論からみたヒト

と信仰
NTT出版

ジェシー・ベリング著、鈴木光太郎訳 2012 ヒトはなぜ神を信じるのか：信仰する本能 化学同人
井上順孝編 2014 21世紀の宗教研究：脳科学・進化生物学と

宗教学の接点
平凡社

國學院大學日本文化研究所編 2016 「日本文化」はどこにあるか 春秋社
E・フラー・トリー著、寺町朋子訳 2018 神は、脳がつくった：200万年の人類史と

脳科学で解読する神と宗教の起源
ダイヤモンド
社

宗教認知科学関連論文一覧

著者名 出版年 論文名 雑誌名 巻号 ページ
アラム・ジュマリ 2008 宗教の“感性”を探訪する：「認知宗教学」の

予備的考察
山口大学文学会志 58 1-26

アラム・ジュマリ 2011 宗教とは何か？：認知宗教学的な視点から
の探究

山口大学哲学研究 18 1-23

井上順孝 2011 グローバル化・情報化時代における宗教教
育の新しい認知フレーム

宗教研究 85（2） 347-373

井上順孝 2012 新宗教研究にとっての認知科学・ニューロ
サイエンス

國學院大學研究開発
推進機構日本文化研
究所年報

5 21-48

藤井修平 2012 「宗教現象の科学的説明」の考察：認知科学
および進化生物学における理論とその背景

東京大学宗教学年報 30 103-119

井上順孝 2014 教祖論への認知宗教学的アプローチ：カリ
スマ論を一つの足場に

中央学術研究所紀要 43 15-36

中野毅 2014 進化生物学・認知科学の発展と宗教文化：
人間学考（3）

創価人間学論集 7 1-22

藤井修平 2016 認知科学・進化生物学が宗教研究に提起す
る論点の分析

宗教研究 89
別冊

166-167

藤井修平 2017 宗教認知科学の成立史：多分野的複合はい
かにして成し遂げられたか

東京大学宗教学年報 35 45-63

岩松正洋 2017 「反直観的なもの」としての超自然：パスカ
ル・ボイヤーの宗教論の幻想文学への適用
可能性

商学論究 64（6） 37-51

井上順孝 2017 宗教文化教育と意識されない価値判断：認
知科学等の視点を参照して

國學院雜誌 118
（6）

1-23

藤井修平 2018 宗教認知科学（CSR）における脱神秘化さ
れた「聖なるもの」

Νύξ 5 142-149

井上順孝 2018 神道教派の境界線形成と二種類の認知プロ
セスの関与

宗教研究 92（2） 3-30

井上順孝 2018 宗教研究は脳科学・認知科学の展開にどう
向かいあうか

宗教哲学研究 35 28-46

21-10-274　018　研究ノート3.indd   7421-10-274　018　研究ノート3.indd   74 2022/02/16   15:00:322022/02/16   15:00:32



― 75―

孟憲巍、中分遥、
橋彌和秀、Emily 
Burdett, Jonathan 
J o n g ,  H a r v e y 
Whitehouse

2018 宗教性と社会的優位性の初期発達 日本心理学会大会発
表論文集

82（0） 1PM-100

井上順孝 2019 現代における葬送儀礼の変容に関する認知
宗教学的分析の試み

中央学術研究所紀要 48 3-33

石井辰典、渡邊克
巳

2019 心の理論か、道徳的関心か？：宗教的信念
と社会的認知能力の関連

日本心理学会大会発
表論文集

83（0） 2D-049

宗教心理学関連書籍一覧
著者名 出版年 書名 出版者名

石神徳門 1912 宗教心理の研究 六合館
W・ジェイムズ著、佐藤繁
彦、佐久間鼎訳

1914 宗教的經驗の種々 星文館

小倉清三郎 1915 宗教心理學 警醒社書店
桑田芳蔵 1916 靈魂信仰と祖先崇拜：民族心理學的研究 心理學研究會出版部
飯沼龍遠 1918 現代日本人の信仰 心理學研究會出版部
堀越儀郎、天理教青年会 1919 宗教心理学概論 天理教青年会
入谷智定 1920 禪の心理的研究 心理學研究會出版部
伊藤堅逸 1921 宗教心理學 洛陽堂
ジョージ・アルバート・コ
ー著、藤井章訳

1925 宗教心理學 丙午出版社

関寛之 1925 兒童の宗教心理 沸教藝術社
ゼームス・エッチ・リユー
バ著、原田敏明訳

1927 宗教の心理学的研究 同文館

高橋乙治 1928 宗教心理學より觀たるタルソのパウロ 教文館
関寛之 1929 兒童宗教教育 東洋圖書
関寛之 1929 兒童の宗教心理及教育 二松堂書店
関寛之、倉橋惣三、久保良
英

1933 兒童の宗教意識、幼年期の宗教々育、少年期並青
年期の宗教々育

大東出版社

今田恵 1934 宗教心理學 日本メソヂスト日曜学
校局

上野隆誠、石橋智信 1935 宗教心理學 東洋図書
関寛之 1938 日本宗教教育 東洋圖書
古野清人 1940 宗教心理の研究 河出書房
ジェームス・ビゼット・プ
ラット著、竹園賢了訳

1941 宗教心理學 冨山房

上野隆誠 1941 宗教心理の本質 理想社
関寛之 1944 日本兒童宗教の研究 彰考書院
今田恵 1946 宗教心理學 文川堂書房
比屋根安定 1948 ウイリヤム・ジエイムズの宗教心理学 玄理社
古野清人 1948 宗教心理學説 養徳社
佐久間鼎 1948 神秘的體驗の科学 光の書房
G・W・オルポート著、原
谷達夫訳

1953 個人と宗教：心理學的解釋 岩波書店

エーリッヒ・フロム著、谷
口隆之助、早坂泰次郎訳

1953 精神分析と宗教 創元社

小口偉一編 1956 宗教と信仰の心理学 河出書房
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竹中信常 1957 宗教心理の研究 青山書院
L・W・グレンステッド著、
小口偉一、松本滋訳

1961 宗教の心理学 社会思想研究会出版部

佐藤幸治 1961 心理禅：東洋の知恵と西洋の科学 創元社
古野清人 1972 宗教の社会学・心理学 三一書房
増谷文雄、日本宗教学会「宗
教と教育に関する委員会」

1975 現代青少年の宗教意識 鈴木出版

松本滋 1979 宗教心理学 東京大学出版会
秋山さと子 1980 悟りの分析：ユング心理学との接点 朝日出版社
P・E・ジョンソン著、小野
泰博訳

1980 我と汝：宗教心理学入門 誠信書房

平井富雄 1982 座禅の科学：脳波からみたそのメカニズム 講談社
小川芳男 1983 フロムの宗教心理学：宗教の精神分析的探究 北樹出版
ジョージ・W・ミーク著、
宗教心理学研究所訳

1983 死後の世界と魂の成長：死んだらどうなるか 宗教心理出版

西山俊彦 1985 宗教的パーソナリティの心理学的研究 大明堂
ジェームズ・ハイジック著、
纐纈康兵、渡辺学訳

1985 ユングの宗教心理学：神の像をめぐって 春秋社

真野一隆 1985 日本における宗教教育の可能性：キリスト教主義
学校の明日に向けて

キリスト新聞社

J・F・バーンズ著、望月一
靖、丸茂湛祥訳

1987 宗教の心理学 恒星社厚生閣

野村昭 1989 俗信の社会心理 勁草書房
古野清人 1990 宗教の社会学・心理学 南斗書房
石川弘義 1990 死の社会心理 金子書房
渡辺学 1994 ユング心理学と宗教 第三文明社
山田冨美雄編 1995 癒しの科学　瞑想法：神秘主義を超えて 北大路書房
大宮司信 1995 宗教と臨床精神医学：心の「やまい」と心の「い

やし」
世界書院

菊池聡、谷口高士、宮元博
章

1995 不思議現象なぜ信じるのか：こころの科学入門 北大路書房

ドナルド・リー・ウィリア
ムズ著、鈴木研二、堀裕子
訳

1995 境界を超えて：シャーマニズムの心理学 創元社

G・E・W・スコビィ著、中
村昭之、山根はるみ訳

1996 宗教心理学 大明堂

金児暁嗣 1997 日本人の宗教性：オカゲとタタリの社会心理学 新曜社
ロバート・コールズ著、櫻
内篤子訳

1997 子どもの神秘生活：生と死、神・宇宙をめぐる証
言

工作舎

J・W・ジョーンズ著、渡
辺学訳

1997 聖なるものの精神分析 玉川大学出版部

菊池聡、木下孝司 1997 不思議現象：子どもの心と教育 北大路書房
西田公昭 1998 「信じるこころ」の科学：マインド・コントロー

ルとビリーフ・システムの社会心理学
サイエンス社

渡辺恒夫、中村雅彦 1998 オカルト流行の深層社会心理：科学文明の中の生
と死

ナカニシヤ出版

大橋英寿 1998 沖縄シャーマニズムの社会心理学的研究 弘文堂
スチュアート・A・ヴァイ
ス著、藤井留美訳

1999 人はなぜ迷信を信じるのか：思いこみの心理学 朝日新聞社

島薗進、西平直編 2001 宗教心理の探究 東京大学出版会
北村晴朗 2001 全人的心理学：仏教理論に学ぶ 東北大学出版会
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三井宏隆 2002 カルト・回心・アイデンティティの心理学：アメ
リカ版新宗教運動の“心”的世界

ナカニシヤ出版

キャスリン・フィッシャー
著、村本邦子訳

2002 もっとうまく怒りたい！：怒りとスピリチュアリ
ティの心理学

学陽書房

福島明子 2003 高千穂夜神楽の健康心理学的研究：神と人のヘル
スケア・システム

風間書房

西脇良 2004 日本人の宗教的自然観：意識調査による実証的研
究

ミネルヴァ書房

杉山幸子 2004 新宗教とアイデンティティ：回心と癒しの宗教社
会心理学

新曜社

徳田幸雄 2005 宗教学的回心研究：新島襄・清沢満之・内村鑑三・
高山樗牛

未來社

寺川幽芳 2005 親鸞の思想：宗教心理学の視点から 法藏館
西脇良 2006 宗教心理学の体系化に関する研究：宗教心理学の

社会的貢献にむけて
札幌学院大学

井上亮 2006 心理療法とシャーマニズム 創元社
石神徳門、松本文三郎、島
薗進、高橋原、星野靖二

2007 宗教心理の研究：宗教と哲学 クレス出版

貝谷久宣、熊野宏昭編 2007 マインドフルネス・瞑想・坐禅の脳科学と精神療法 新興医学出版社
安藤治、湯浅泰雄 2007 スピリチュアリティの心理学：心の時代の学問を

求めて
せせらぎ出版

ネヴィル・シミントン著、
成田善弘、北村婦美、北村
隆人訳

2008 精神分析とスピリチュアリティ 創元社

ゲルト・タイセン著、大貫
隆訳

2008 原始キリスト教の心理学：初期キリスト教徒の体
験と行動

新教出版社

P・ティリッヒ著、相澤一
訳

2009 宗教と心理学の対話：人間精神および健康の神学
的意味

教文館

堀江宗正 2009 歴史のなかの宗教心理学：その思想形成と布置 岩波書店
葛西賢太 2010 現代瞑想論：変性意識がひらく世界 春秋社
星川啓慈、松田真理子 2010 統合失調症と宗教：医療心理学とウィトゲンシュ

タイン
創元社

松島公望 2011 宗教性の発達心理学 ナカニシヤ出版
マルコム・ジーブス、ウォ
レン・S・ブラウン著、杉
岡良彦訳

2011 脳科学とスピリチュアリティ 医学書院

松島公望、金児暁嗣、河野
由美、杉山幸子、西脇良編

2011 宗教心理学概論 ナカニシヤ出版

川島大輔 2011 生涯発達における死の意味づけと宗教：ナラティ
ヴ死生学に向けて

ナカニシヤ出版

石川勇一 2011 心理療法とスピリチュアリティ 勁草書房
脇本竜太郎 2012 存在脅威管理理論への誘い：人は死の運命にいか

に立ち向かうのか
サイエンス社

西平直 2013 ケアと人間：心理・教育・宗教 ミネルヴァ書房
ル イ ス・R・ ラ ン ボ ー 著、
渡辺学、高橋原、堀雅彦訳

2014 宗教的回心の研究 ビイング・ネット・プ
レス

松島公望、川島大輔、西脇
良編著

2016 宗教を心理学する：データから見えてくる日本人
の宗教性

誠信書房

石川勇一 2016 修行の心理学：修験道、アマゾン・ネオ・シャー
マニズム、そしてダンマへ

星雲社

日本トランスパーソナル心
理学／精神医学会編

2019 スピリチュアリティ研究の到達点と展開：日本ト
ランスパーソナル心理学/精神医学会二十周年記
念論文集

星雲社
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